
 

 

２０２２年２月１０日 

ＪＲ東日本秋田支社 

エキマエ、はじまる。さんど市 

「ミニかまくらまつり」を開催します！ 

１ 開催概要 

名称：ミニかまくらまつり 

主催：JR 東日本秋田支社 

企画：東北電力株式会社秋田支店 

後援：秋田市 

協力：Noah Candle、イタリア食堂ビランチャ、自家焙煎珈琲専門店アメヤ珈琲、ジェクサー・ライトジム秋田 

株式会社秋田放送、日本放送協会秋田放送局、秋田ステーションビル株式会社 

２ 開催日時 

2022 年２月 19 日（土） 16 時 00 分から 19 時 00 分まで 

３ 会場 

秋田駅西口駅前広場 

４ イベント内容 

（１）ミニかまくら 

周辺事業者様と作成したミニかまくらにキャンドルを灯します。 

秋田駅西口駅前広場に約 250 個のミニかまくらを作成し、イベント 

開催に合わせて点灯いたします。 

（２）東北電力「おで café」イベント（16 時 00 分から 18 時 00 分まで） 

① イベントにエントリーして、会場でキーワードを見つけた先着 30 組の方に、「秋田の人気スイーツ」をプレゼントします。

※プレゼントは１団体につき 1 つとさせていただきます。 

プレゼントは 16 時 00 分から 1８時 00 分までの間に秋田駅西口駅前広場「東北電力おで Cafe イベントブース」で

お渡しします。 

② 会場のミニかまくらを撮影し、インスタグラムへ投稿した方の中から抽選で 5 名に「ごはんのおとも」をプレゼントします。

※当選者の発表は商品発送をもって代えさせていただきます。 

 

 

 

 

 

ＪＲ秋田支社では、秋田駅周辺のにぎわいを創出するため、2 月期の「エキマエ、はじまる。さんど市」は「ミニかま

くらまつり」を開催します。 

ミニかまくらが灯す幻想的な光景の中、「東北電力おで Café」イベントの実施や「Noah Candle」の手作りキャン

ドルを展示します。さらに、秋田駅前の飲食店では、「ミニかまくらまつり」限定メニューやサービスを提供します。 

ぜひこの機会に秋田駅周辺を散策し、ミニかまくらとあきた光のファンタジーが織りなす光の共演をお楽しみください。 

昨年度のミニかまくらの様子 

イベントフロー図 



（３）キャンドルブース 

Noah Candle の手作りキャンドルを会場に展示します。 

（４）ジェクサー・ライトジム秋田ブース 

握力測定、健康に関するお悩み相談会を行います。 

（14 時 30 分から 19 時 00 分まで） 

（５）キッチンカー 

アメヤ珈琲のドリンクやドリップパックを販売します。 

（13 時 00 分から 19 時 00 分まで） 

（６）飲食店による限定メニュー、限定サービス 

イベントに合わせた当日限定メニューと限定サービスを提供します。 

【飲食店舗一覧】 

店舗名  内容 

イタリア食堂ビランチャ 

（中通４丁目あっちゃんビル５階） 

【限定メニュー】   

『粉雪チーズのもっちりニョッキ』（税込み 1,800 円） 

２月 16 日（水)～26 日（土）まで数量限定で提供 

（ランチ、ディナー共に提供可）なくなり次第終了 

YA-YA Stazione B 

（秋田駅ビルトピコ３階） 

【限定メニュー】 

『ポテサラのかまくら盛り』（税込み 638 円） 

２月 19 日（土）のみ 

ラーメンダイニング林泉堂 

（秋田駅ビル３階） 

【限定サービス】 『1,000 円以上ご利用で 

【袋入り横手焼きそば（２食入り）】プレゼント』 

２月 19 日（土）のみ 

ドトールコーヒーショップ 

（秋田駅ビル１階） 

【限定サービス】  

『ミニかまくらの写真掲示でドリンク１サイズ UP 無料』 

２月 19 日（土）のみ（ワンサイズのみのメニューは対象外） 

【会場レイアウト】 

 

 

 

 

 

 

※写真・イラストはすべてイメージです。 

５ その他 

荒天や新型コロナウイルス感染症等の状況により、中止または内容が変更となる場合があります。 

 

 

 

 

 

アメヤ珈琲（キャラメル珈琲） 

Noah Candle 

 

「エキマエ、はじまる。さんど市」とは・・・ 

秋田駅周辺のにぎわいを創出するため、2022 年３月までの毎月第３土曜日に開催。 

プロジェクト名の「エキマエ、はじまる。」と「さんど市」を掛け合わせたものです。「さんど」とは第３土曜日に開催されること、

また様々な具材があるサンドイッチになぞらえて、秋田駅周辺の事業者との融合や幅広いコンテンツを織り交ぜた催しである

ことを「さんど」で表しています。そして、多くの人が集う場所を意味する「市」をとって「さんど市」としました。 


